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本誌は今年で40号という節目の発行になるとの

ことで、おめでとうございます。私は定年退職し、

本学教職課程での教員養成の仕事から離れて４年ほ

どになりますが、本誌の創刊当初から関わってきた

ものとしてなかなか感慨深いものがあります。この

間、多くの卒業生を教師として教育の現場に送り出

してきましたが、本誌がそのための一助になってい

ることを確信しています。特に、「卒業後の私」な

どのコーナーに寄せられた先輩方の苦労話や活躍談

は、おおいに後輩の動機づけになってきたのではな

いでしょうか。

ところで、今井先生から記念すべき40号になに

か寄稿をと依頼され、教師となって現場で活躍して

いる卒業生の何人かを思い浮かべながらあれこれと

考えているうちに、日本の教育の現状やそれをとり

まく日本社会全体の姿が気になってきたので、それ

について少し傭倣的な立場から述べたいと思います。

2018年発行の「教育現場の７大問題」という本

があります。著者はフリーのジャーナリストで前屋

毅という人です。初等中等教育の現場を中心に教師

や保護者に広く取材し、最近の教育現場の実態がよ

く分かる内容になっています。これをみると新自由

主義が教育の現場にも浸透してきて、その弊害がか

なり目立ってきた印象があります。個々の教師は、

競争原理や成果主義のなかで過重労側によるストレ

スで苦しんでいて、うつ病などの精神疾患に陥るこ

とも多いようです。教育本来の目標を達成するため

の激務ならまだしも、どうも経済界からの要請だっ
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たりきわめて実利的な目的を重視してのことのよう

です。その結果、教師たちは子どもたちと向かい合

う時間がどんどん減少し、子どもたちも全国学力テ

ストなどで試験の得点をあげるためだけの学習に駆

り立てられている。これでは本学の卒業生はじめ、

学校教育に理想を抱いて教師の道を選んだ若者に

とって残念だというだけでなく、次代を担う子ども

たちの健全な育成もままならぬということになり、

ひいては日本社会の将来も危うくなりかねません。

このような状況を変えて教育本来の姿を取り戻す

ためには、社会全体の意識の改革も必要でしょう

が、まずは現場の教師が率先して一歩を踏み出すべ

きだと思います。しかし、この本によれば、多くの

教師はそのような問題意識をもっていても、なかな

か行動に移せず不本意な教師生活を強いられている

ようです。このような状況の中で教師たちがなぜ声

をあげられないのか。そこにはまず背景として日本

全体を覆う前近代的な「世間」というものがあり、

教育の現場ではそれがより先鋭化しているからでは

ないかと思われます。日本が真の先進国になるため

には、まずこの世間の意識から脱却しなければなら

ないと思います。

日本は明治以降、西欧の学問や文化を輸入して近

代的な剛家を実現しようとし、その一環として日本

古来の共同体意識である世間に替えて西欧式の「社

会」を実現しようとしました。ところが日本世間学

会の創設者であり歴史学者の阿部謹也氏によれば、

明治以来150年ほどになるが日本には社会が実現し

、
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